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変 更 理 由 書

本地区は、秋田市の東部、都市計画道路横山金足線に隣接した丘陵地に位置し、

宅地開発事業の事業効果の維持増進を図るとともに、建築等の行為を適切に誘導す

ることにより、調和のとれた良好な居住環境の形成を図ることを目標として平成９

年12月に都市計画決定され、平成15年８月に建築物の用途制限等を変更している。

その後、建築基準法の一部改正により、引用条文に条ずれが生じていることから、

整合を図るため、本地区計画を変更するものである。
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秋田都市計画地区計画の変更（秋田市決定） 新旧対照表

（変更前）

名 称 山手台地区計画

位 置 秋田市山手台一丁目、二丁目、三丁目地内

面 積 約 ３１．１ｈａ

地区計画の目標 当地区は、秋田市の東部、都市計画道路横山金足線に隣接した
区 丘陵地に位置し、都市計画上市街化調整区域に指定されている
域 が、都市計画法第３４条第１０号に基づく開発許可を受け民間事
の 業者による大規模な宅地開発が進められている区域である。
整 本計画は、当該宅地開発事業の事業効果の維持増進を図るとと
備 もに、建築等の行為を適切に誘導することにより、Ａ地区（住宅
・ 地区）、Ｂ地区（公益施設地区）、Ｃ地区（住民サービス施設地
開 区）による相互に調和のとれた良好な居住環境の形成を図ること
発 を目標とする。
お
よ 土地利用の方針 地区の特性を考慮し、次の３地区に区分のうえ土地利用を図
び る。
保 １ Ａ地区（住宅地区）
全 閑静な戸建住宅の街区とし、周辺環境と調和した住宅地とし
の ての土地利用を図る。
方 ２ Ｂ地区（公益施設地区）
針 日常生活に必要な公益施設および小規模な店舗等の立地を図

る地区として居住環境に配慮した土地利用を図る。
３ Ｃ地区（住民サービス施設地区）

一定規模以下の店舗、飲食店、公益施設等、計画区域内の地
区住民の生活に必要なサービス施設の立地を誘導する地区とし
ての土地利用を図る。

地区施設の整備 当地区では、宅地開発により道路・公園・広場等を整備し、豊
の方針 かなコミュニティ空間の形成を図るものとしており、その機能環

境が損なわれないよう維持・保全を図る。

建築物等の整備 良好な居住環境の創出・維持を図るため、建築物の用途の制限
の方針 を行うほか、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置および建

築物の高さの制限を行う。
また、周辺環境に調和した緑豊かな居住環境の形成を図るた

め、建築物の意匠の制限および屋外広告物の制限ならびにかき・
さくの構造の制限を行う。

（変更後）

名 称 山手台地区計画

位 置 秋田市山手台一丁目、二丁目、三丁目地内

面 積 約 ３１．１ｈａ

地区計画の目標 当地区は、秋田市の東部、都市計画道路横山金足線に隣接した
区 丘陵地に位置し、都市計画上市街化調整区域に指定されている
域 が、都市計画法第３４条第１０号に基づく開発許可を受け民間事
の 業者による大規模な宅地開発が進められている区域である。
整 本計画は、当該宅地開発事業の事業効果の維持増進を図るとと
備 もに、建築等の行為を適切に誘導することにより、Ａ地区（住宅
・ 地区）、Ｂ地区（公益施設地区）、Ｃ地区（住民サービス施設地
開 区）による相互に調和のとれた良好な居住環境の形成を図ること
発 を目標とする。
お
よ 土地利用の方針 地区の特性を考慮し、次の３地区に区分のうえ土地利用を図
び る。
保 １ Ａ地区（住宅地区）
全 閑静な戸建住宅の街区とし、周辺環境と調和した住宅地とし
の ての土地利用を図る。
方 ２ Ｂ地区（公益施設地区）
針 日常生活に必要な公益施設および小規模な店舗等の立地を図

る地区として居住環境に配慮した土地利用を図る。
３ Ｃ地区（住民サービス施設地区）

一定規模以下の店舗、飲食店、公益施設等、計画区域内の地
区住民の生活に必要なサービス施設の立地を誘導する地区とし
ての土地利用を図る。

地区施設の整備 当地区では、宅地開発により道路・公園・広場等を整備し、豊
の方針 かなコミュニティ空間の形成を図るものとしており、その機能環

境が損なわれないよう維持・保全を図る。

建築物等の整備 良好な居住環境の創出・維持を図るため、建築物の用途の制限
の方針 を行うほか、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置および建

築物の高さの制限を行う。
また、周辺環境に調和した緑豊かな居住環境の形成を図るた

め、建築物の意匠の制限および屋外広告物の制限ならびにかき・
さくの構造の制限を行う。
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（変更前）

地区 名称 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区
地 建 の （住宅地区） （公益施設地区） （住民サービス施設地区）
区 築 区分
整 物 面積 約２６．９ｈａ 約１．７ｈａ 約２．５ｈａ
備 等
計 に 建築物等の 次の各号に掲げる 次の各号に掲げる 次の各号に掲げる
画 関 用途の制限 建築物以外は、建築 建築物以外は、建築 建築物以外は、建築

す してはならない。た してはならない。た してはならない。た
る だし、市長がやむを だし、市長がやむを だし、市長がやむを
事 得ないと認めて許可 得ないと認めて許可 得ないと認めて許可
項 したものについては したものについては したものについては

この限りでない。 この限りでない。 この限りでない。

１ 建築基準法別表 １ 建築基準法別表 １ 店舗、飲食店そ
第２（い）項第１ 第２（い）項第１ の他これらに類す
号、第２号、第８ 号、第２号、第４ る用途に供するも
号および第９号に 号、第６号、第８ ののうち建築基準
掲げる建築物。た 号および第９号に 法施行令第１３０
だし、３戸建以上 掲げる建築物。た 条の５の３で定め
の長屋を除く。 だし、３戸建以上 るものでその用途

２ 前号の建築物に の長屋を除く。 に供する部分の床
附属するもの（建 ２ 建築基準法別表 面積が３，０００
築基準法施行令第 第２（ろ）項第２ ㎡以内のもの（３
１３０条の５に定 号に掲げる建築 階以上の部分をそ
め る も の を 除 物。 の用途に供するも
く。） ３ 前２号の建築物 のを除く。）

に附属するもの ２ 前号の建築物に
（建築基準法施行 附属するもの（建
令第１３０条の５ 築基準法施行令第
に定めるものを除 １３０条の５の５
く。） に定めるものを除

く。）

建築物の延
べ面積の敷 １０分の８ １０分の２０
地面積に対
する割合の
最高限度

建築物の建 １０分の５ １０分の６
築面積の敷 ただし、秋田市建築基準法施行細則第 ただし、秋田市建
地面積に対 １９条に該当する敷地については、１０分 築基準法施行細則第
する割合の の６とする。 １９条に該当する敷
最高限度 地については、１０

分の７とする。

建築物の敷
地面積の最 ２００㎡
低限度

建築物等の 建築物の最高の高さおよび各部分の高さ 建築物の各部分の
高さの最高 は、第一種低層住居専用地域における高さ 高さは、第一種住居
限度 の制限に適合しなければならない。 地域における高さの

制限に適合しなけれ
ばならない。

（変更後）

地区 名称 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区
地 建 の （住宅地区） （公益施設地区） （住民サービス施設地区）
区 築 区分
整 物 面積 約２６．９ｈａ 約１．７ｈａ 約２．５ｈａ
備 等
計 に 建築物等の 次の各号に掲げる 次の各号に掲げる 次の各号に掲げる
画 関 用途の制限 建築物以外は、建築 建築物以外は、建築 建築物以外は、建築

す してはならない。た してはならない。た してはならない。た
る だし、市長がやむを だし、市長がやむを だし、市長がやむを
事 得ないと認めて許可 得ないと認めて許可 得ないと認めて許可
項 したものについては したものについては したものについては

この限りでない。 この限りでない。 この限りでない。

１ 建築基準法別表 １ 建築基準法別表 １ 店舗、飲食店そ
第２（い）項第１ 第２（い）項第１ の他これらに類す
号、第２号、第８ 号、第２号、第４ る用途に供するも
号および第９号に 号、第６号、第８ ののうち建築基準
掲げる建築物。た 号および第９号に 法施行令第１３０
だし、３戸建以上 掲げる建築物。た 条の５の３で定め
の長屋を除く。 だし、３戸建以上 るものでその用途

２ 前号の建築物に の長屋を除く。 に供する部分の床
附属するもの（建 ２ 建築基準法別表 面積が３，０００
築基準法施行令第 第２（ろ）項第２ ㎡以内のもの（３
１３０条の５に定 号に掲げる建築 階以上の部分をそ
め る も の を 除 物。 の用途に供するも
く。） ３ 前２号の建築物 のを除く。）

に附属するもの ２ 前号の建築物に
（建築基準法施行 附属するもの（建
令第１３０条の５ 築基準法施行令第
に定めるものを除 １３０条の５の５
く。） に定めるものを除

く。）

建築物の延
べ面積の敷 １０分の８ １０分の２０
地面積に対
する割合の
最高限度

建築物の建 １０分の５ １０分の６
築面積の敷 ただし、秋田市建築基準法施行細則第 ただし、秋田市建
地面積に対 １９条に該当する敷地については、１０分 築基準法施行細則第
する割合の の６とする。 １９条に該当する敷
最高限度 地については、１０

分の７とする。

建築物の敷
地面積の最 ２００㎡
低限度

建築物等の 建築物の最高の高さおよび各部分の高さ 建築物の各部分の
高さの最高 は、第一種低層住居専用地域における高さ 高さは、第一種住居
限度 の制限に適合しなければならない。 地域における高さの

制限に適合しなけれ
ばならない。
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（変更前）

壁面の位置 建築物の外壁もしくはこれに代わる柱の面から敷地境界線まで
の制限 の距離は建築基準法施行令第１３５条の２１に定める場合を除

き、１．０ｍ以上とする。

建築物等の １ 建築物の屋根の軒先、庇等から敷地境界線までの距離は、
形態又は意 ０．５ｍ以上とする。
匠の制限 ２ 建築物等の色彩は、緑豊かな周辺環境との調和に配慮し、落

ち着いた色合いとする。

広告物の 自己の用に供する屋外広告物で、最大表示面積（表示面が２以
制限 上有するものにあってはその合計）が５㎡以内のもの以外は設置

してはならない。ただし、市長がやむを得ないと認めたものにつ
いてはこの限りでない。

かき又はさ 建築物の敷地の囲障は、原則として生垣
くの構造制 とし、ブロック塀、フェンス等を設置する －
限 ときは、造成時の宅地地盤面からの高さ

を、道路に面する側にあっては０．６ｍ以
下、隣地に面する側にあっては１．２ｍ以
下とする。
ただし、次の各号の一に該当するもの

で、その高さが１．２ｍ以下である場合は
この限りでない。
１ 門柱
２ 門柱の袖壁で、その長さの合計が
２．０ｍ以下のであるもの

３ 門扉

備 考

（変更後）

壁面の位置 建築物の外壁もしくはこれに代わる柱の面から敷地境界線まで
の制限 の距離は建築基準法施行令第１３５条の２２に定める場合を除

き、１．０ｍ以上とする。

建築物等の １ 建築物の屋根の軒先、庇等から敷地境界線までの距離は、
形態又は意 ０．５ｍ以上とする。
匠の制限 ２ 建築物等の色彩は、緑豊かな周辺環境との調和に配慮し、落

ち着いた色合いとする。

広告物の 自己の用に供する屋外広告物で、最大表示面積（表示面が２以
制限 上有するものにあってはその合計）が５㎡以内のもの以外は設置

してはならない。ただし、市長がやむを得ないと認めたものにつ
いてはこの限りでない。

かき又はさ 建築物の敷地の囲障は、原則として生垣
くの構造制 とし、ブロック塀、フェンス等を設置する －
限 ときは、造成時の宅地地盤面からの高さ

を、道路に面する側にあっては０．６ｍ以
下、隣地に面する側にあっては１．２ｍ以
下とする。
ただし、次の各号の一に該当するもの

で、その高さが１．２ｍ以下である場合は
この限りでない。
１ 門柱
２ 門柱の袖壁で、その長さの合計が
２．０ｍ以下のであるもの

３ 門扉

備 考
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SCALE　1:25000
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